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麦知健康センターの

『安全簡生実施調査」に御協力を
調査期間93.4,1～94.3.31

愛知健康センターでは、人間らしく

生き人間らしく働くための労働条件

改善や、労lgJ時間短縮の要求実現の

ためにともにとりくんでいるところで

す。

大企業の職場をはじめ中小企業の

職場では、、長時間 ・過密労働による

過労で健康を書したり、倒れられたり

亡くなられるイ叶帯1が'曽えております。

職場から過労死をなくしノ、健康を

守るためには、安全衛生法に基づく、

安全衛生活動や健康管理が確実に実施

されることが欠かすことのできない

ことです。

第3回 理事会では、 『安全衛生実施

調査』を行ない、安全愉生活動の強化

と啓蒙をはかることにしました。

加盟労働組合と友好関係労働組合の

御協力をサは、からお願いいたします。

「調査用紙」を 5月 中旬に各労働

組合に御送付しますので安全衛生担当

役員の方には、酉こ布 ・回収に御協力を

お願いいたします。

(事務局)

[名古居過労死を考える家族の会]
裁 判 [ゴ 程

傍聴で支援をお願いします

名古屋地裁 11「 (1103号法廷)
※ 日 程が変更される場合もあります
のでお確かめの上、お出かけください。

4/18(月 )pml:10  松 井 さ ん
4/22(金 )pml:30  渡 辺 (光)さ ん

～3:00(証 人)
4/25(月 )pml:10～  植 松 さ ん
5/9(月 )pml:00～  渡 辺 `三)さ ん

(名高裁1003号法廷】
5/11(水 )amlo:30  柏 木 さ ん
,     ～ 12:00(本人尋問)
5/12(本 )加10:30 森 下 さ ん

～ 12:00(証 人)
(岐阜地裁)

5/13(金 )pml:30  新 井 さ ん
～3:00 (証 人)

5/20(金 )pmi:30  渡 辺 (光)さ ん
～3:00(本 人)

6/1(水 )pml:30  鈴 木 (俊)さ ん
～3:00 億 正人)

S/27(月 )pml:30  渡 辺 (光)さ ん
～3:00 (証 人)
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第 1回 5月12日

(本)

私たちの健康と労働 ・生活

喜多村 敬  (南 医療生協病院 ・内科部長 ・医8市)

第 2炉1 5月26日

(本)

不況下の労働時間の短縮と人間らしく働く基準づくり

佐々本 昭 二 (あいち職場の健康問題研究会1事務局長)

第 3回 日

＞

９

本

月

‐

労働安全衛生法の職場での積極的な活用のしかた

近藤 雄 fl(天 理大学 ・体育学部健康管理学 )

第 4回 6月23日

(本)

健康で人間らし働くために一快適職場指針と労安法の活用
―

佐々本 昭 =(あ いち職場の健康問題研究会事務局長)

第 5回 7月 7目

(本)

夜勤 ・交替制労働と私たちの健康 ・労働 。生活

山田 信 也  (名 古屋大学医学部名誉教授)

第 6 1rli 7メ寸21Eヨ

(本)

いのちと健康を守るとりくみの歴史と今後の視点

山田 信 也  (名 古屋大学医学部名誉教授)

◆時間 :いづれも午後6:30より8:30まで ; ;◆ 参加賃 :全日程  6.000円

◆場所 :名占屋市女性会館会議室    ; S     (未 加盟 7.000円 )

地下鉄 「東別院駅」下車    ; ;

◆定員 :50名 ;  ;      i曇 げく1回 1.500円

◆申込み :愛知健康センターヘ帆12または; ;     (未 加盟 1.800「1)
FAX(322-0403)で所属団体名と; ;◆ 参加費は、当日受付でお受けします。

氏名を事務局へ連絡してくだ; ;

さい。 ;     ;
… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ き り と り 線

第 3期  い の と革と 健 康 大 1学 参 カロ申 込 書

氏  名 年  令 オ
▲
性 別 男 ・女

連絡先 (住所 。電話)

所属組合または団体名
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技術i革新と職場における予防対策
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日本機関紙印刷所労組の活動

80年以降コンピューターの普及ととも

にせ印刷産業でも活字に代わりCTS

(コ ール ド・タイプ ・システム)化 が進

みV Drr・T戸業が中心となり、高j速化、高

密度化、高緊張化を伴うなど労働態離、

労働内容が急激に変化tノ神経、感覚器付

の緊張が増大するとともに、そこに加スト

て長時間労働により、腰痛、数膚腕症候

群に加え、眼精疲労、神経疲労などの新

たな疲労も健康アンケー トなどから明ら

かにされてきました。

こうした事態を重視し予防を重点に、

VDTを 含めた作業基準の確立、安全 ・

倫生委員会の活動の活発化などの取り組

みを強化Lノてきま【ノたo

職場によっては、取り組みの強弱や不

充分さがあり、活動の点検が急務となっ

ています。

【 健 康対策部が調査や学習会 】

労働組合は健康対策部を中心に職場

実態調査と独自のアンケー ト活動と分析

を進め、調査に基ずく改善要求や、予防

対策としてF]常の安全衛生委員会の活動

の改善と強化をもとめ労使協議を重ねて

きました。

カウンセラーを講師に昭いた学習会、

機関紙、健康対策部ニュースなどによる

啓蒙活動と健康の面からも残業規制を/

/重 視 し、残業協定に基づく各部での

年月の点検会議を行なっています。

【 設 備導入には労使協議を 】

こねまでの取 り組みからも、設備の

変イtiに対応した安全 ・衛生と予防策が

求められています。

たとえば、設備投資と採算性だけを

重視した経営の
一方的な設備導入は、

労働者の生活、労働条件に著しく変化を

およぼすことになります。

そのためにも、労働組合として設備

導入以甫8の協議を重視する必要がありま

す。

事前協議制は新機械、新設備の導入、

更新お(賞び既存設備の廃棄など労働者に

,重大な影響を与える場合、事前に組合に

説明し、協議してその意見を十分反映さ

せるための労使の協議機関です。

とくに労働組合としては、職場人員 ・

職場配置、勤務体制、健康問題、技術

教育と安全教育、職場環境などの点に

ついても予防対策のltl‐からも協議が必要

です。  以 下 NO.88に つづく。

(4/1付 「金労連』より抜粋)
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夜勤規制懇談会を開催します
各職場の夜勤規制をどうするか交流

士ヨ 時  : 4月 26田  (火 )

午後6時 30分 から

場 所  : 愛 知高齢者労働会館5F

愛知健康センター

主催 :夜勤規制シンポ実行委員会

[西枇タクシー ・渡辺過労死控訴事件]

「弁論再開」裁判5/9午 後 1時から

弁護士会館2「 ロピー12:30集 合

裁判官の都合で再々延期されてきた

名高裁の渡辺控訴事件は、gr‐要段階に

はいっています。

当日の傍聴支援を支援団体から
一
人で

も多く参加して下さるようお願い致しま

す。

(事務局)

[渡辺労災裁判を支援する会]

本人尋問(遺族)5/20午後1時半
名占屋地裁 1103号 法廷

遺族 ・渡辺光子さんは、 「業務外」と

された故 ・
一
人さんの 「認定取消裁判」

と 「損害賠償裁判」の2つ の裁判をたた

かっておられます。

当iJの傍聴支援を支援団体からお願い

いたします。 (事務局)

5,12

医療と看護をかたる
シンポジウム

i離 1愛知県医療労働組合連合会

全医労東海Jと降地方協議会

名古屋大学職員組合

名FrE市 立大学教職員病院支部

名古屋市職員労働組合

Fヨ沿労連愛知県本部

受知働くもののいのもと健康を

守るセンター

日‖寺: 12日(本}
午イ麦1掛寺30,)
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会 場 :名古屋市
地 ド鉄

看講婦

患者家族

中区微 ホ
ー
,レ

「栄駅」 「車

様々な分野の人が

手をとりあって


